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訴訟分野では、不当解雇、賃金労働時間、差別、報復行為、セクハラ、その他

のハラスメント、内部告発、OSHA、失業手当、労災手当、その他の雇用に関す

る事件を取り扱っている。連邦、州裁判所での抗弁に加え、労働省、EEOC、連

邦、州のOSHA機関、失業、労災手当等のクレームでクライアントを代表してい

る。OSHA関連の事件では、連邦、州の法令に関する複数の死傷事故発生事

件、広域係属訴訟で雇用者の抗弁を務めている。

雇用に関する法的なリスクを低減するため、効果的なポリシーの設定、Title
VII、公民権法、ハラスメント、ADA（米国身障者法）、FMLA（家族医療休暇法）

及び関連の州法、賃金労働時間クレーム、効果的な採用などに関するスーパー

バイザーのためのトレーニング提供など、プロアクティブなサービスを重視して

おり、企業の人事、マネージメントに対し、FMLA、ADA等の対策、OSHA関連コ

ンプライアンス、トレーニング、ベストプラクティスに関するアドバイス提供などの

法務サービスを日常的に提供している。更に雇用関連の契約、独立請負人、就

業規則、人員整理、解雇手当等に関する問題でクライアントにアドバイスを提供

している。

バーンズ＆ソーンバーグ入所以前には、正看護師（RN）として、リサーチ、移

植、救命救急を専門とし、大部門の看護師長を務めた。看護師としての経験か

ら、医療関係のシンポジウムにも参加し、ADA、FMLA、職場の医療関連問題、

リスクマネージメント、効果的な書類管理、失業保険申請中の法的問題、転院

問題、その他の医療に関する分野の法務を専門としている。
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